
　

二
〇
年
に
わ
た
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
の
第
一
〇
代
大
統
領
を
務
め
た

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
は
、

一
九
八
六
年
二
月
二
五
日
、
家
族
と
共

に
米
国
に
亡
命
し
た
。

　

マ
ル
コ
ス
は
亡
命
後
、
不
正
蓄
財
お

よ
び
人
権
侵
害
で
連
邦
裁
判
所
に
訴
え

ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
を
再
び
踏
む

こ
と
な
く
、
八
九
年
に
亡
く
な
っ
た
。

他
方
、
同
様
に
不
正
蓄
財
の
容
疑
で
世

界
に
名
を
轟
か
せ
た
イ
メ
ル
ダ
夫
人

は
、
マ
ル
コ
ス
の
死
か
ら
二
年
後
、
支

持
者
ら
の
熱
烈
な
声
援
に
迎
え
ら
れ
な

が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
国
し
、
そ
の
後

は
下
院
議
員
を
務
め
て
い
る
。
二
〇
一

〇
年
の
選
挙
で
は
、
長
男
は
上
院
議
員

に
、
夫
人
は
下
院
議
員
に
、
そ
し
て
長

女
は
北
イ
ロ
コ
ス
州
知
事
に
立
候
補

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
選
を
果
た
し
た
。

●
二
月
革
命

　

マ
ル
コ
ス
が
亡
命
を
決
意
す
る
に
い

た
っ
た
契
機
は
、
一
九
八
六
年
二
月
に

起
こ
っ
た
、「
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
」、「
エ

ド
サ
革
命
」、「
二
月
革
命
」、ま
た
は「
奇

跡
の
無
血
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の

事
件
で
あ
る
。

　

マ
ル
コ
ス
は
一
九
六
五
年
の
大
統
領

選
で
初
当
選
し
、
六
九
年
に
再
選
を
果

た
す
と
、
憲
法
の
「
三
選
禁
止
」
条
項

を
撤
廃
す
る
た
め
に
改
憲
会
議
を
招
集

し
、
七
二
年
九
月
に
は
全
土
に
戒
厳
令

を
布
告
、
強
権
下
で
改
憲
を
断
行
し
、

事
実
上
は
議
会
も
廃
止
し
た
。

　

マ
ル
コ
ス
は
自
ら
の
政
治
ス
タ
イ
ル

を
「
新
し
い
社
会
の
た
め
」
と
称
し
、

ス
ペ
イ
ン
・
米
国
の
両
植
民
地
時
代
よ

り
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
経
済
を
支
配
し

て
き
た
伝
統
的
エ
リ
ー
ト
層
の
権
益
を

解
体
す
る
目
的
と
し
、
当
初
は
優
秀
な

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
を
配
下
に
従
え
て
革

新
的
な
政
策
を
生
み
出
し
た
が
、
次
第

に
、マ
ル
コ
ス
一
族
と
「
ク
ロ
ー
ニ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
取
り
巻
き
に
へ
の
特

権
の
集
中
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ま
た
戒
厳
令
下
に
お
い
て
は
、
夜
間

外
出
お
よ
び
政
治
的
集
会
は
禁
止
さ

れ
、メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
統
制
さ
れ
た
。

拉
致
、
監
禁
、
拷
問
と
い
っ
た
人
権
侵

害
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
体
制
に
異
を
唱

え
る
政
治
家
や
学
生
活
動
家
、
労
働
組

合
員
が
次
々
と
拘
束
さ
れ
た
。
マ
ル
コ

ス
の
最
大
の
政
敵
で
あ
っ
た
ベ
ニ
グ

ノ
・
ア
キ
ノ
元
上
院
議
員（
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
は
ニ
ノ
イ
、現
ア
キ
ノ
大
統
領
の
父
）

も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

戒
厳
令
下
で
も
選
挙
は
実
施
さ
れ
て

い
た
が
、
ニ
ノ
イ
・
ア
キ
ノ
率
い
る
野

党
は
議
席
を
ま
っ
た
く
獲
得
で
き
ず
、

大
規
模
な
選
挙
不
正
が
横
行
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
戒
厳
令
は
一
九

八
一
年
に
解
除
さ
れ
た
が
、
政
権
に
批

判
的
な
政
治
活
動
家
た
ち
へ
の
弾
圧
は

続
い
た
。

　

民
主
化
へ
の
契
機
は
、
ニ
ノ
イ
の
暗

殺
で
あ
っ
た
。
ニ
ノ
イ
は
七
二
年
に
陰

謀
罪
で
投
獄
さ
れ
て
死
刑
判
決
を
受
け

た
が
、
そ
の
後
、
健
康
上
の
理
由
か
ら

家
族
と
と
も
に
米
国
に
亡
命
し
て
い

た
。し
か
し
彼
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
戻
っ

て
非
暴
力
に
よ
る
改
革
を
目
指
そ
う
と

考
え
、
身
の
危
険
を
承
知
で
、
八
三
年

八
月
二
一
日
、
マ
ニ
ラ
国
際
空
港
に
到

着
し
、
機
外
に
出
る
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り

る
瞬
間
に
何
者
か
に
頭
部
を
撃
た
れ
て

即
死
し
た
の
で
あ
る
。

　

犯
人
と
さ
れ
る
男
性
は
そ
の
場
で
国

軍
に
射
殺
さ
れ
た
が
、
マ
ル
コ
ス
の
指

示
を
受
け
た
軍
の
組
織
的
な
陰
謀
で
は

な
い
か
と
の
内
外
か
ら
の
批
判
が
相
次

い
だ
。
国
民
の
不
満
は
高
ま
り
、
米
国

も
、
暴
力
の
横
行
と
政
情
の
不
安
定
化

に
も
強
い
懸
念
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
マ
ル
コ
ス

は
八
五
年
一
一
月
三
日
、
自
分
が
国
民

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
世
界
に

示
す
た
め
、
一
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い

る
大
統
領
選
挙
を
繰
り
上
げ
て
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
マ
ル
コ
ス
の
対

抗
馬
と
し
て
大
統
領
に
立
候
補
し
た
の

は
、
ニ
ノ
イ
の
妻
、
コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ

ノ（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
コ
リ
ー
）で
あ
っ

た
。
選
挙
は
八
六
年
二
月
七
日
に
実
施

さ
れ
た
が
、
各
地
で
暴
力
や
不
正
が
報

告
さ
れ
、
公
式
に
発
表
さ
れ
た
結
果
は

特 集

木
場
紗
綾

木
場

裁
判
で
始
ま
り
、

裁
判
で
始
ま
り
、

裁
判
で
終
わ
っ
た
政
治
家
人
生

裁
判
で
終
わ
っ
た
政
治
家
人
生

―
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
―

―
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
―

亡命する
政治指導者たち
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ま
た
も
や
「
マ
ル
コ
ス
再
選
」
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
数
日
後
、
マ
ル
コ
ス
の
忠
臣
で

あ
っ
た
は
ず
の
ホ
ワ
ン
・
ポ
ン
セ
・
エ

ン
リ
レ
国
防
長
官
と
フ
ィ
デ
ル
・
ラ
モ

ス
参
謀
次
長
（
の
ち
の
大
統
領
）、
お

よ
び
二
人
を
支
持
す
る
将
校
ら
数
百
名

が
、
こ
の
選
挙
結
果
を
不
当
と
し
て
国

防
省
本
部
に
立
て
こ
も
り
、
マ
ル
コ
ス

に
退
陣
を
迫
っ
た
。
コ
リ
ー
は
彼
ら
を

支
持
す
る
声
明
を
出
し
、
こ
れ
を
知
っ

た
市
民
は
、
国
防
省
に
通
じ
る
幹
線
道

路
（
通
称
エ
ド
サ
）
に
詰
め
か
け
、
戦

車
や
兵
員
輸
送
車
を
「
人
間
の
盾
」
で

ブ
ロ
ッ
ク
し
た
。
最
前
線
で
戦
車
と
対

峙
す
る
修
道
女
た
ち
、
銃
口
に
手
を
差

し
伸
べ
る
人
々
の
写
真
は
あ
ま
り
に
も

有
名
で
あ
る
。
集
会
の
様
子
を
中
継
し

て
い
た
ラ
ジ
オ
局
が
襲
撃
さ
れ
、「
マ

ル
コ
ス
は
す
で
に
出
国
し
た
」
な
ど
の

誤
報
も
流
れ
る
な
か
、
二
月
二
四
日
、

エ
ン
リ
レ
が
暫
定
政
府
の
樹
立
と
コ

リ
ー
・
ア
キ
ノ
の
大
統
領
就
任
を
宣
言

し
た
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
米
国

　

な
ぜ
こ
の
状
況
の
も
と
で
マ
ル
コ
ス

が
米
国
に
亡
命
し
た
の
か
を
説
明
す
る

に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
米
国
の
関
係
に

つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
八
九
八
年
、
米
西
戦
争
後
の
パ
リ

条
約
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
統
治
権
を
手
に
入
れ
た
米
国

は
、
自
治
領
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し

て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
部
独
立
を
段
階

的
に
認
め
た
も
の
の
、
選
挙
制
度
や
教

育
制
度
を
通
じ
て
政
治
的
な
介
入
を
続

け
、
英
語
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も

に
、
米
国
的
価
値
観
を
植
え
つ
け
て
き

た
。

　

日
本
軍
の
占
領
と
第
二
次
世
界
大
戦

の
終
結
を
経
た
一
九
四
六
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
独
立
を
果
た
す
が
、
そ
の
後
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
米
国
の
庇
護
の
も
と

で
育
て
ら
れ
て
き
た
「
民
主
主
義
の

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
」
で
あ
り
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
政
治
制
度
を
安
定
的
に
維
持

し
て
い
く
こ
と
、
九
二
年
ま
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
置
か
れ
て
い
た
二
つ
の
米
軍
基

地
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
米
国
に
と
っ

て
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
化
の
阻

止
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
上

の
必
須
条
件
で
あ
り
続
け
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
米
国
の
歴
代

政
権
は
、
マ
ル
コ
ス
政
権
の
独
裁
的
な

政
治
運
営
に
肩
入
れ
し
す
ぎ
る
と
の
内

外
の
批
判
を
受
け
つ
つ
も
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
の
軍
事
的
・
経
済
的
援
助
を
継
続

し
て
き
た
。
マ
ル
コ
ス
は
米
国
と
緊
密

な
同
盟
関
係
を
築
き
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

ニ
ク
ソ
ン
、
レ
ー
ガ
ン
の
各
大
統
領
と

は
非
常
に
親
密
に
交
流
し
て
い
た
。
マ

ル
コ
ス
が
戒
厳
令
を
敷
い
た
と
き
で
さ

え
、
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
共
産

勢
力
の
拡
大
防
止
と
治
安
維
持
の
観
点

か
ら
歓
迎
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
八
〇
年
代
に
入
り
、
前
記
の

よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
情
勢
が
急
激
に
不

安
定
化
す
る
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
強
い
懸

念
を
示
し
、
八
五
年
に
は
親
し
い
共
和

党
の
上
院
議
員
ポ
ー
ル
・
ラ
ク
ソ
ル
ト

を
特
使
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
し

て
い
る
。
こ
の
と
き
、
ラ
ク
ソ
ル
ト
は

マ
ル
コ
ス
に
親
書
を
渡
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

マ
ル
コ
ス
が
「
繰
り
上
げ
選
挙
」
を

発
表
し
た
の
は
そ
の
半
年
後
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の

歴
史
的
な
発
表
は
、
自
国
の
記
者
会
見

で
は
な
く
、
米
国
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

衛
星
中
継
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
で
行

わ
れ
た
。
マ
ル
コ
ス
は
同
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
自
分
は
外
国
か
ら

の
圧
力
に
屈
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
強
調
し
た
が
、
一
国
の
強
権
的
な
大

統
領
が
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
決
断
を

ま
ず
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
発
表

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
多
く
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
民
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ほ

ど
の
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
こ
と
（
参

考
文
献
①
）、
こ
れ
だ
け
を
と
っ
て
み

て
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
米
国
と
の
複
雑

な
関
係
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
決

し
て
、
米
国
に
追
随
す
る
外
交
ば
か
り

を
展
開
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
対

米
関
係
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
と

す
る
政
治
家
は
少
な
く
、
歴
代
の
ほ
と

ん
ど
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
利
益
の
た
め
な
ら
米
国
で
、

な
ん
で
も
利
用
で
き
る
も
の
は
利
用
す

る
、
と
い
う
柔
軟
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て

き
た
。
な
か
で
も
マ
ル
コ
ス
は
、
対
米

自
立
化
を
強
く
主
張
し
、
大
統
領
就
任

の
翌
年
の
訪
米
時
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

あ
る
米
軍
基
地
の
期
限
を
短
縮
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
六
九
年
の
再
選
直
後

に
は
、
ロ
ム
ロ
外
務
長
官
の
も
と
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
参
戦
国
と
し
て
は
初
め

て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
兵
し
て
い
る
。

七
〇
年
に
は
米
比
関
係
の
全
面
的
見
直

し
と
再
交
渉
が
実
施
さ
れ
、
七
五
年
に

は
中
国
、七
六
年
に
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、

七
六
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
と
国
交
を
樹
立

し
た
。

●
イ
メ
ル
ダ
・
マ
ル
コ
ス
の

　

エ
ピ
ソ
ー
ド

　

日
本
で
は
、
マ
ル
コ
ス
の
圧
政
よ
り

も
、
イ
メ
ル
ダ
・
マ
ル
コ
ス
夫
人
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
う
が
広
く
知
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
マ
ル
コ
ス

を
し
て
「
秘
密
兵
器
」
と
い
わ
せ
し
め
、

世
間
で
は
「
鉄
の
蝶
」
と
呼
ば
れ
て
い

裁判で始まり、 裁判で終わった政治家人生 ―フェルディナンド・マルコス―
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た
イ
メ
ル
ダ
の
半
生
は
、
日
本
を
含
む

三
六
カ
国
で
放
映
さ
れ
た
映
画
「
イ
メ

ル
ダ
」（
二
〇
〇
三
）
に
鮮
や
か
に
描

か
れ
て
い
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
の
レ
イ
テ
島
で
幼

少
期
を
過
ご
し
た
イ
メ
ル
ダ
は
、
一
八

歳
の
と
き
に
レ
イ
テ
の
首
都
タ
ク
ロ
バ

ン
の
ミ
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た

美
少
女
で
あ
っ
た
。
二
三
歳
の
と
き
に

は
マ
ニ
ラ
で
「
ミ
ス
・
マ
ニ
ラ
・
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
出
場
す
る
が
次
点
に
終
わ

り
、
主
催
者
に
不
服
を
申
し
立
て
た
事

件
は
、
イ
メ
ル
ダ
の
自
信
と
押
し
の
強

さ
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
語
り
つ
が

れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
件
の
翌
年
、
イ
メ
ル
ダ
は
当

時
下
院
議
員
で
あ
っ
た
マ
ル
コ
ス
と
、

出
会
っ
て
わ
ず
か
一
一
日
で
結
婚
す

る
。
マ
ル
コ
ス
は
こ
の
間
、
一
日
一
個

の
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
贈
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
マ
ル
コ
ス
が
大
統
領
選
に
出

馬
す
る
と
、
イ
メ
ル
ダ
は
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
同
行
し
て
歌
や
踊
り
で
夫
を

支
え
た
。

　

イ
メ
ル
ダ
は
、
国
政
や
外
交
に
も
非

常
に
積
極
的
に
介
入
し
て
い
た
。
七
五

年
に
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
知
事
、
七
八
年

に
は
居
住
環
境
大
臣
に
も
就
任
し
、
当

時
か
ら
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
た
マ
ル

コ
ス
を
支
え
た
。
彼
女
は
、
二
〇
年
に

お
よ
ぶ
マ
ル
コ
ス
政
権
の
中
核
で
あ
り

続
け
て
き
た
。

●
亡
命
を
拒
み
続
け
た
マ
ル
コ
ス

　

さ
て
、
マ
ル
コ
ス
一
家
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
離
れ
た
の
は
、
コ
リ
ー
・
ア
キ
ノ

が
大
統
領
就
任
式
を
行
っ
た
八
六
年
二

月
二
五
日
で
あ
っ
た
。
コ
リ
ー
の
就
任

を
認
め
な
い
マ
ル
コ
ス
は
同
日
午
前

中
、
大
統
領
府
お
よ
び
大
統
領
一
家
の

住
居
の
あ
る
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
内

で
、
独
自
に
自
ら
の
大
統
領
就
任
式
を

行
っ
た
。
マ
ル
コ
ス
の
支
持
者
ら
は
宮

殿
を
取
り
囲
ん
で
い
た
が
、
か
つ
て
の

側
近
ら
の
姿
は
な
く
、
マ
ル
コ
ス
は
い

よ
い
よ
引
き
際
が
来
た
こ
と
を
悟
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
日
の
午
後
、

マ
ル
コ
ス
は
イ
メ
ル
ダ
と
と
も
に
宮
殿

の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
あ
ら
わ
れ
、
中
庭
に

集
ま
っ
た
支
持
者
ら
に
向
か
っ
て
演
説

を
行
っ
た
（
写
真
①
）。
こ
れ
が
、
マ

ル
コ
ス
が
国
民
に
み
せ
た
最
後
の
姿
と

な
っ
た
。

　

午
後
八
時
半
、
米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
か
ら
飛
び

立
つ
の
が
目
撃
さ
れ
、
国
民
は
、
マ
ル

コ
ス
が
大
統
領
の
座
を
退
い
た
こ
と
を

知
っ
た
。
こ
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ル
ソ

ン
島
中
部
の
米
軍
基
地
ク
ラ
ー
ク
に
降

り
立
ち
、
米
軍
機
に
乗
り
か
え
て
グ
ア

ム
へ
飛
び
、ハ
ワ
イ
に
到
着
し
た
。「
マ

ル
コ
ス
出
国
」
の
報
を
受
け
た
メ
デ
ィ

ア
は
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
に
殺
到
し
、

マ
ル
コ
ス
夫
妻
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ル
ー
ム
を
撮
影
し
、
食
べ
か
け
の
料
理

や
梱
包
を
諦
め
た
ら
し
い
荷
物
の

数
々
、
キ
ャ
ビ
ア
の
缶
詰
、
の
ち
に
世

界
的
に
有
名
に
な
っ
た
「
イ
メ
ル
ダ
の

靴
」
や
香
水
な
ど
の
映
像
を
全
世
界
に

発
信
し
た
。

　

マ
ル
コ
ス
は
最
後
ま
で
米
国
へ
の
亡

命
を
拒
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

前
記
の
よ
う
に
彼
は
、
両
国
の
関
係
は

「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、一
方
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を「
叱

責
」
し
「
介
入
」
す
る
よ
う
な
レ
ー
ガ

ン
政
権
の
態
度
に
対
し
て
は
き
わ
め
て

批
判
的
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は

当
初
は
内
政
干
渉
に
慎
重
で
あ
っ
た

が
、
与
党
共
和
党
の
保
守
派
の
間
で
マ

ル
コ
ス
に
批
判
的
な
意
見
が
強
ま
る
に

つ
れ
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
マ
ル
コ
ス
政

権
を
見
限
り
、
亡
命
の
前
日
に
は
副
報

道
官
を
通
じ
て
事
実
上
コ
リ
ー
を
支
持

す
る
声
明
を
発
出
し
た
。
そ
し
て
米
国

は
、
マ
ル
コ
ス
一
家
を
い
か
に
ス
ム
ー

ズ
に
亡
命
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
マ
ル

コ
ス
家
お
よ
び
コ
リ
ー
・
ア
キ
ノ
と
舞

台
裏
で
駆
け
引
き
を
行
っ
て
い
た
。

　

米
国
の
干
渉
に
批
判
的
な
姿
勢
を
貫

い
て
き
た
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
、
米
国

の
描
く
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り
に
亡
命
す
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
耐
え
が
た
か
っ
た

に
違
い
な
い
。
彼
は
故
郷
の
北
イ
ロ
コ

ス
に
帰
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ア
キ
ノ
は
こ
れ
に

強
く
反
対
し
た
。
北
イ
ロ
コ
ス
州
に
は

マ
ル
コ
ス
の
親
衛
隊
が
控
え
て
お
り
、

も
し
も
マ
ル
コ
ス
が
帰
郷
す
れ
ば
、
新

政
権
に
反
感
を
抱
く
人
々
に
よ
る
反
乱

が
勃
発
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

最
終
的
に
マ
ル
コ
ス
に
亡
命
を
迫
っ

た
の
は
、
シ
ュ
ル
ツ
国
務
長
官
で
あ
っ

た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
米
国
大

使
館
か
ら
の
再
三
の
接
触
を
受
け
て
い

た
マ
ル
コ
ス
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
直

接
に
話
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た

が
、二
五
日
未
明
、レ
ー
ガ
ン
に
代
わ
っ

て
電
話
を
受
け
た
ラ
ク
ソ
ル
ト
上
院
議

写真①：亡命直前、マラカニアン宮殿に集まった支持者に対して、
バルコニーから最後の演説をするマルコス。（AP通信社／アフロ）
http://newshopper.sulekha.com/ferdinand-marcos-imelda-
marcos_photo_1719764.htm
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員
か
ら
「
美
し
く
退
く
べ
き
だ
」
と
言

わ
れ
、
覚
悟
を
決
め
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
彼
が
い
つ
亡
命
を
決
意
し

た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
イ
メ

ル
ダ
あ
る
い
は
次
女
の
ア
イ
リ
ー
ン
が

栄
養
剤
と
偽
っ
て
医
師
に
睡
眠
剤
を
注

射
さ
せ
、
眠
ら
せ
て
連
れ
出
し
た
と
い

う
説
、
北
イ
ロ
コ
ス
州
の
パ
ワ
イ

（P
ao
ay

）
町
に
逃
げ
る
の
だ
と
騙
さ

れ
て
ハ
ワ
イ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
と
い

う
説
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
お
得
意
の
ジ
ョ
ー
ク
の
類
で
あ
る

が
）、
も
は
や
決
断
が
で
き
な
い
ほ
ど

に
健
康
状
態
が
悪
か
っ
た
と
の
説
も
あ

る
。
マ
ル
コ
ス
は
最
後
ま
で
「
自
分
こ

そ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
偉
大
な
国
家
に
で

き
る
指
導
者
で
あ
る
」
と
信
じ
て
い
た

が
、
そ
の
信
念
さ
え
も
病
気
の
た
め
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

●
な
ぜ
米
国
は
介
入
し
た
の
か

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
コ
ス
の
亡
命
に

お
い
て
米
国
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、同
時
に
、

一
国
の
大
統
領
の
亡
命
を
対
米
関
係
だ

け
で
説
明
す
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
米
国
は
マ
ル

コ
ス
に
亡
命
を
迫
っ
た
の
か
。そ
し
て
、

対
米
自
立
化
を
核
と
し
て
き
た
マ
ル
コ

ス
が
な
ぜ
、
最
終
的
に
は
米
国
の
干
渉

を
「
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」

の
か
。
そ
こ
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
左
派
勢
力
の
拡
大
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
。
六
八
年
に
再
結
成
さ
れ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党
は
、
米
国
の
介
入

お
よ
び
マ
ル
コ
ス
の
戒
厳
令
に
不
満
を

抱
く
急
進
的
な
学
生
団
体
や
労
働
団
体

を
通
じ
て
急
速
に
大
衆
基
盤
を
拡
大
し

て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
六
九
年
以

降
、
組
織
的
に
選
挙
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
方

針
を
取
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
マ

ル
コ
ス
の
統
治
能
力
が
低
下
す
る
な

か
、
米
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
内
戦
状

態
に
突
入
し
、
さ
ら
に
は
、
一
時
的
に

で
あ
っ
て
も
左
派
政
権
が
成
立
し
て
し

ま
う
と
い
う
「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
」
を

恐
れ
て
い
た
（
参
考
文
献
①
）
東
南
ア

ジ
ア
の
反
共
の
砦
で
あ
っ
た
は
ず
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
左
派
勢
力
の
阻

止
こ
そ
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
介

入
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

●
裁
判
で
始
ま
っ
た
政
治
家
人
生

　

と
こ
ろ
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
世
界
人

物
事
典
（E

ncyclopedia on
 W
orld
 

B
iograph

y

）」
の
マ
ル
コ
ス
の
項
に

は
、「
マ
ル
コ
ス
の
政
治
的
キ
ャ
リ
ア

は
、
一
九
三
五
年
の
殺
人
容
疑
で
始
ま

り
、
八
三
年
の
ア
キ
ノ
上
院
議
員
の
殺

害
容
疑
で
終
わ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　

実
は
マ
ル
コ
ス
は
二

二
歳
の
と
き
、
一
九
三

五
年
の
議
会
選
挙
に
お

い
て
北
イ
ロ
コ
ス
で
マ

ル
コ
ス
の
父
親
を
破
っ

て
当
選
を
果
た
し
た
フ

リ
オ
・
ナ
ラ
ン
ダ
サ
ン

下
院
議
員
の
殺
人
容
疑

で
拘
束
さ
れ
、
有
罪
判

決
を
受
け
て
い
る
。「
米

国
の
庇
護
」
の
も
と
で

実
施
さ
れ
た
選
挙
に
お

い
て
当
選
し
た
議
員
が

襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て

も
米
国
に
と
っ
て
も
不

名
誉
な
こ
の
事
件
は
、

内
外
か
ら
の
注
目
を
集

め
る
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で

あ
っ
た
が
、
容
疑
者
が

被
害
者
の
政
敵
の
息
子

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
名

門
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
法

学
部
随
一
の
優
等
生
と

あ
っ
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
が
マ
ル
コ
ス
青
年

の
裁
判
を
見
守
ら
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。

　

マ
ル
コ
ス
は
仮
釈
放

写真③：2010年選挙のポスター。イメルダはファースト・レディ時代の写
真を使用している。（2010年4月、北イロコス州にて筆者撮影）

写真②：2010年選挙の看板。長男のボンボンは上院議員、イメルダは下院
議員、長女のアイミーは州知事に立候補し、全員が当選した。（2010年4月、
北イロコス州バタックにて筆者撮影）

裁判で始まり、 裁判で終わった政治家人生 ―フェルディナンド・マルコス―
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中
の
身
で
あ
り
な
が
ら
大
学
を
首
席
で

卒
業
し
、
自
ら
の
起
訴
を
指
示
し
た
ケ

ソ
ン
大
統
領
か
ら
卒
業
証
書
を
授
与
さ

れ
、
科
目
平
均
九
八
点
と
い
う
歴
代
最

高
記
録
で
司
法
試
験
に
合
格
し
た
。
こ

の
記
録
は
い
ま
だ
に
塗
り
替
え
ら
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
マ
ル
コ
ス
は
最
高
裁

で
は
自
分
自
身
の
た
め
の
弁
明
を
行

い
、
無
罪
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
（
参
考

文
献
①
）。
マ
ル
コ
ス
の
無
罪
判
決
は

限
り
な
く
グ
レ
ー
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
最
高
裁
判
事
は
「
マ
ル

コ
ス
の
才
能
を
無
駄
に
し
た
く
な
か
っ

た
た
め
」
に
こ
の
判
決
を
し
た
と
の
説

も
あ
る
が
（
参
考
文
献
③
）、
才
能
あ

ふ
れ
る
マ
ル
コ
ス
青
年
は
、
無
罪
判
決

の
翌
日
に
最
高
裁
に
戻
り
、
最
高
裁
判

事
の
前
で
、
弁
護
士
と
な
る
た
め
の
宣

誓
を
行
っ
た
。

　

マ
ル
コ
ス
の
政
治
家
人
生
は
、
こ
の

よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
か
ら
の
熱
い

注
目
を
浴
び
て
始
ま
っ
た
。
従
来
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
支
配
し
て
い
た「
家
柄
」

や
「
財
力
」
で
は
な
く
、
純
粋
に
「
能

力
」
の
み
で
裁
判
を
争
っ
た
マ
ル
コ
ス

は
、
国
民
の
同
情
と
共
感
を
ひ
き
つ
け

た
（
参
考
文
献
②
）。

　

そ
の
後
、
マ
ル
コ
ス
は
一
九
四
九
年

か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
下

院
議
員
を
務
め
、
五
九
年
か
ら
六
五
年

ま
で
上
院
議
長
を
務
め
、
大
統
領
に
就

任
し
た
。「
殺
人
事
件
の
被
疑
者
」
と

し
て
の
経
歴
が
、
彼
の
強
固
な
政
治
的

基
盤
の
一
部
を
成
し
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
の
ち
の
彼
の
強
権
的
な
統
治

手
法
や
、「
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
」
に

直
面
し
て
も
最
後
ま
で
大
統
領
職
を
退

か
な
か
っ
た
「
粘
り
腰
」
へ
の
見
方
も

変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
そ
の
後
の
マ
ル
コ
ス
一
家

　

マ
ル
コ
ス
は
帰
国
を
熱
望
し
て
い
た

が
、
大
統
領
在
職
中
か
ら
懸
念
さ
れ
て

い
た
健
康
状
況
の
悪
化
に
よ
り
そ
れ
も

叶
わ
ず
、
一
九
八
九
年
九
月
に
ハ
ワ
イ

で
死
去
し
た
。
イ
メ
ル
ダ
は
米
国
連
邦

地
裁
に
起
訴
さ
れ
て
い
た
が
、
九
〇
年

七
月
二
日
に
は
証
拠
不
十
分
で
無
実
判

決
を
受
け
、
九
一
年
一
二
月
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
帰
国
し
た
。
空
港
に
は
「
ア

イ
・
ラ
ブ
・
イ
メ
ル
ダ
」
と
叫
ぶ
支
持

者
ら
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

イ
メ
ル
ダ
は
九
五
年
に
は
出
身
地
レ

イ
テ
か
ら
下
院
議
員
に
立
候
補
し
て
当

選
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
内
に
お
い
て
不
正
蓄
財
の
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
が
、
保
釈
金
に
よ
っ
て
自
由

の
身
に
な
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
デ
ィ

時
代
に
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
文
化
・

芸
術
の
推
進
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

ほ
か
、二
〇
〇
六
年
に
は
「
イ
メ
ル
ダ
・

ブ
ラ
ン
ド
」
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

マ
ル
コ
ス
政
権
下
で
北
イ
ロ
コ
ス
州

の
知
事
を
務
め
て
い
た
長
男
の
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
二
世
（
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
は
ボ
ン
ボ
ン
）
も
、
亡
命
先

の
米
国
か
ら
の
帰
国
後
は
さ
っ
そ
く
同

州
か
ら
下
院
議
員
に
選
出
さ
れ
、
州
知

事
に
も
返
り
咲
い
た
の
ち
、
現
在
は
上

院
議
員
を
務
め
て
い
る
。
能
弁
で
知
ら

れ
る
長
女
の
ア
イ
ミ
ー
・
マ
ル
コ
ス
も
、

メ
デ
ィ
ア
や
映
画
界
で
の
活
躍
を
経
て

下
院
議
員
を
務
め
、
現
在
は
北
イ
ロ
コ

ス
州
知
事
を
務
め
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
イ
メ
ル
ダ
、
ボ
ン

ボ
ン
、
ア
イ
ミ
ー
の
三
名
が
揃
っ
て
当

選
し
た
二
〇
一
〇
年
選
挙
で
は
、
マ
ル

コ
ス
一
家
は
、
大
統
領
選
に
出
馬
し
て

い
た
ビ
リ
ャ
ー
ル
候
補
の
陣
営
に
参
加

し
、
か
つ
て
マ
ル
コ
ス
政
権
が
徹
底
的

に
弾
圧
し
た
左
派
政
党
と
も
連
合
を
組

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
下
院
議
員
や
州
知

事
は
マ
ル
コ
ス
の
故
郷
で
あ
る
小
選
挙

区
か
ら
の
選
出
で
あ
る
が
、
ボ
ン
ボ
ン

が
一
二
名
中
七
位
で
見
事
に
当
選
を
果

た
し
た
上
院
は
全
国
区
か
ら
の
選
出
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
民
は
、
不
正
蓄
財
と
人
権
侵
害
を
き

わ
め
た
マ
ル
コ
ス
一
家
を
「
赦
す
」
ど

こ
ろ
か
受
け
入
れ
、
支
持
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
か
つ
て
、「
被

告
」
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
類
な
き
能

力
で
裁
判
に
勝
利
し
た
マ
ル
コ
ス
に
深

い
共
鳴
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
人
々
は
、
若
い
ボ
ン
ボ
ン
の

弁
舌
や
ア
イ
ミ
ー
の
饒
舌
さ
、
マ
ル
コ

ス
が
果
た
せ
な
か
っ
た
政
治
改
革
へ
の

憧
憬
を
み
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
き
ば　

さ
や
／
神
戸
大
学
大
学
院
国
際

協
力
研
究
科
研
究
員
）
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